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花巻市立石鳥谷中学校　 

校報ＮＯ１ 

令和６年４月９日発行   

文責　校長　千葉龍太郎
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 ４月５日（金）令和６年度花巻市立石鳥谷中学校入学

式が開催され、９ ９ 名 の 生 徒が入学しました。晴天に

恵まれ、とても気持ちのいい式となりました。午後から登校した新入生の皆さんは、保護

者の方々とクラスを確認すると、緊張した面持ちで入室し、待機していました。短 い リ ハ

ー サ ル で 式 の 流 れ を 理 解 し 、 真 剣 に 式 に 臨 む 姿 を 見 て 、 新 入 生 の こ れ か ら の 活 躍 が 楽 し み

に な り ま し た 。本校は４つの小学校から生徒が進学してきます。市内で生徒数の多い花巻

中学校でも２つの小学校からの進学ですので、中学校１年から多様な生徒のいる学級での

生活を経験することになります。新 し い

環 境 、 新 し い 集 団 で の 経 験 は き っ と 成 長

につながることでしょう。 
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  【校長式辞より抜粋】

新入生の皆さん。皆さんは、それぞれの小学校の最高学年として運動会や学習発表会、

児童会活動を盛り上げ、学校の中心として活躍してきたと思います。その経験は、皆さん

の大きな成長につながったと思います。どうぞその力を中学校でも存分に発揮してくださ

い。中学校で新しい仲間と出会い、自分の世界を広げ、素敵な夢を持ち、新たな目標に向

かい、個性に磨きをかけ、自分をバージョンアップして輝いてください。 

今日の入学式を機会として、素敵な未来を思い描いてください。そして、その未来に向

かって、勉強や部活動、クラブチーム、趣味・特技、行事で活躍する自分を想像してくだ

さい。小学校時代経験したコロナ禍。皆さんは決してウィルスに翻弄された可哀想な世代

ではないはずです。先輩と同じようにどんな制限された状況でも自分らしく輝き、希望に

向かって努力する強い世代です。そんなプライドと未来への希望はきっとこれからの中学

校生活を支えてくれるでしょう。 

 石鳥谷中学校の校訓は「自主」「練磨」「協働」「敬愛」です。積極的に学習や行事にチャ

レンジする「自主」。自分を鍛え続ける「練磨 」。チームとして仲間と協力し、問題を解決

する「協働」。お互いの個性や特性を認め合い、リスペクト、大切にする「敬愛」。いずれ

もこれからのグローバルな世界で必要とされる姿です。皆さんにはそんな資質を身に付け

た中学生になって欲しいと思います。そしてプライドを持ってグローバルな地球世界で、

または、ローカル、花巻、岩手で活躍してほしいと思います。 

  【新入生誓いの言葉より抜粋】

 今、私たちは新たな第一歩をふみ出そうとしています。中

学校生活では新しい出会いに胸が高まる一方で大きな環境の変化

による不安もあります。しかし、一度しかない中学校生活を悔い

のないものにするためにやるべきことを考え、中学生としての責

任と自覚を持ち何事にも全力で取り組んでいこうと思います。 

（新入生代表 1年 佐藤那美）  

  【歓迎の言葉より抜粋】

 皆さんは今日から石中生徒会の一員です。新たな生活への期待

とともに慣れない生活への不安もあると思います。新しい仲間ととも

に中学校生活に慣れるよう頑張ってください。中学校では小学校と違

う点がたくさんあります。特に学習では、より難しい内容を教科の専

門の先生が教えてくださいます。小学校での学びを生かし、自主的に

学習を進めてほしいと思います。 

 中学校には、体育祭や石中祭という大きな行事があります。生徒会執行部が中心となって企画・運

営する生徒会行事です。全校が協力して自分たちの手で創り上げていくものです。その大変さや達成

感を感じながら、一人一人が前向きに取り組んで行かなければなりません。現在、私たちは生徒会ス

ローガン「誇」の下、活動を行っています。「石中プライド」という生徒一人一人が自律し、より高

みを目指す心構えを胸に留め、学校をより発展させていきたいという思いがこめられています。かけ

がえのない中学校３年間に、たくさんのことを経験し、学びながら、充実した３年間にしていきまし

ょう。（在校生代表 3年 菊池有人）  

【校長室より】式終了後、PTA の役員決め、ステージでのクラス記念写真への協力的な姿、保護者の方々が整然と入

学式の看板の前で記念写真をとっている姿を見て、あたたかくかく協力的な保護者の方々だなとありがたく感じまし

た。中１ギャップという言葉あるように、中学校入学後に戸惑う生徒は存在します。でも、その壁を乗り越えて成長

していくたくましさも人生にとっては必要なことです。保護者と教員が協力していきましょう。 


